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平
成
三
十
年
度

第
二
、
三
・
四
半
期

青
少
年
育
成
指
導
相
談
室
（
事
務
局
報
告
）

個
別
相
談

二

件

・
登
校
拒
否

０
件

・
い
じ
め

０
件

①
登
校
前
に
、
体
調
が
悪
く
な
る
。

②
友
達
が
出
来
な
い
。

③
継
続
的
に
、
暴
力
を
受
け
る
。

・
そ
の
他

２
件

Ｈ
Ｐ
相
談
件
数

０
件

平
成
三
十
年
度

第
二
、
三
・
四
半
期

N
P
O
法
人
全
日
本
護
身
武
道
連
盟

理
事
会

第
６
７
回
理
事
会

日
時

平
成
３
０
年
８
月
２
６
日
（
日
）

９
：
０
０
～
１
２
：
０
０

場
所

台
東
区
東
上
野
６
・
１
６
・
８

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
室

審
議
事
項

一
夏
期
合
同
練
習
会
役
割
分
担
等

確
認
の
件

二
第
十
二
回
護
身
武
道
演
武
会
等

確
認
の
件

三
そ
の
他

第
６
８
回
理
事
会

日
時

平
成
３
０
年
１
２
月
２
日
（
日
）

１
２
：
２
０
～
１
５
：
２
０

場
所

荒
川
区
荒
川
３
・
４
９
・
１

荒
川
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
第
３
会
議
室

審
議
事
項

一
夏
期
合
同
練
習
会
評
価
・
反
省

確
認
の
件

二
第
十
二
回
護
身
武
道
演
武
会
要
項

確
認
の
件

三
そ
の
他

平
成
三
十
年
度

第
二
、
三
・
四
半
期

護
身
武
道
武
道
研
究
会

〈
ス
キ
ル
向
上
へ
の
取
り
組
み
・
研
究
機
関
〉

ス
ポ
ー
ツ
ア
イ
シ
ン
グ
・
・
・
・
連
続
掲
載

第
２
章
ア
イ
シ
ン
グ
の
科
学

２―

７

氷

の

持

つ

優

れ

た

能

力―

他

の

冷

却

用

具

と

の

比

較

②

熱

を

奪

う

効

果

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

氷

が

他

の

用

具

に

増

し

て

優

れ

て

い

る

点

は
、
そ

の

冷

却

能

力

に

あ

り

ま

す
。
０

℃

の

氷

が

０

℃

の

水

に

変

わ

る

と

き

に

は
、
非

常

に

大

き

な

エ

ネ

ル

ギ
ー

を

必

要

と

し

ま

す
。
個

体

が

液

体

に

変

わ

る

と

き

の

こ

の

エ

ネ

ル

ギ
ー

を

融

解

熱

と

い

い

ま

す

が
、
そ

の

値

は

１

ｇ

当

た

り

約

８

０

c

a

l

に

も

な

り

ま

す
。
こ

れ

は

周

囲

か

ら

そ

れ

だ

け

の

熱

を

奪

っ

て

い

る

こ

と

を

意

味

し
、
氷

を

当

て

て

い

る

部

位

は

そ

の

分
、
冷

却

さ

れ

る

こ

と

に

な

り

ま

す
。
こ

れ

ほ

ど

の

冷

却

効

果

を

持

つ

媒

体

は

氷

以

外

に

は

あ

り

ま

せ

ん
。

平
成
三
十
年
度

第
二
、
三
・
四
半
期

N

P

O

法
人
全
日
本
護
身
武
道
連
盟

事
務
局

※
法
第
２
８
条
２
項
１
号
に
規
定
す
る
公
告
方
法

貸
借
対
照
表
の
公
告
に
係
わ
る
改
正
の
施
行
日

平
成
３
０
年
１
０
月
１
日

定
款
変
更
に
伴
う
公
告
の
施
行
・
当
連
盟
Ｈ
Ｐ
に
掲
載

・
千
葉
県
庁
法
人
活
動
課
・
確
認

平
成
三
十
年
度

行
事
予
定

十
二
月

二
日
（
日
）
研
修
会
・
理
事
会

連
盟
忘
年
会

十
二
月
二
十
四
日
（
月
）
本
部
納
会

平
成
三
十
一
年

一
月
十
三
日
（
日
）
鏡
開
き

護
身
武
道
演
武
大
会

研
修
会
・
理
事
会

三
月
十
七
日
（
日
）
研
修
会
・
理
事
会

平
成
三
十
年
度

第
二
、
三
・
四
半
期

護
身
武
道
研
修
セ
ン
タ
ー

〈
身
技
体
の
向
上
、
訓
練
、
確
認
機
関
〉

第
７
５
回
指
導
者
研
修
会

日
時

平
成
３
０
年
８
月
２
６
日
（
日
）

１
３
：
０
０
～
１
７
：
０
０

場
所

台
東
区
東
上
野
６
・
１
６
・
８

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

４
階
ホ
ー
ル

研
修
内
容

・
昇
段
審
査

・
気
合
せ
・
指
導
項
目

・
そ
の
他

第
７
６
回
指
導
者
研
修
会

日
時

平
成
３
０
年
１
２
月
２
日
（
日
）

１
２
：
２
０
～
１
５
：
２
０

場
所

荒
川
区
荒
川
３
・
４
９
・
１

荒
川
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
多
目
的
室

研
修
内
容

・
級
科
目
・
段
科
目

確
認

・
気
合
せ
・
科
目
外
指
導

・
そ
の
他

・
講
演
事
業
・
・
「
道
」
の
実
践
・
・

平
成
３
０
年

夏
期
合
同
練
習
会

※
実
行
委
員
長

中
武
師
範

日
時

平
成
３
０
年
８
月
２
６
日
（
（
日
）

１
３
：
０
０
～
１
７
：
０
０

場
所

台
東
区
東
上
野
６
・
１
６
・
８

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル

※
開
会
宣
言

中
武
実
行
委
員
長

※
舘
長
挨
拶

舘
長

暑
い
中
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。
「
道
の
実
践
」
と

し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。
最
近
、
考
え
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
、
良
き
出
会
い
が
大
切
だ
な
と
思
う

こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
ど
う
あ
る
べ
き
か
で

す
。
ま
ず
、
自
分
を
高
め
る
努
力
を
積
み
重
ね
て

い
く
こ
と
な
の
で
は
な
い
か
、
そ
の
結
果
、
良
き

出
会
に
繋
が
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。
護
身

武
道
の
門
を
た
た
か
れ
た
と
き
に
、
そ
の
方
の
こ

れ
か
ら
の
生
き
方
に
大
な
影
響
を
与
え
る
も
の

で
、
安
易
な
気
持
ち
で
接
し
て
は
な
ら
な
い
も
の

で
す
。
護
身
武
道
は
、
そ
の
人
に
と
っ
て
人
生
の
、

ゆ
と
り
で
あ
っ
た
り
、
平
常
心
を
持
た
せ
る
も
の

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
見
直
す
時
で
も
あ
り

ま
す
。
今
回
の
場
所
と
時
間
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ

が
よ
り
多
く
の
も
の
を
得
ら
れ
る
よ
う
交
流
を

深
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
怪
我
の
無
い
よ
う
、
楽

し
く
学
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
道
場
心
得
・
有
段
者
心
得

唱
和

長
島
師
範

※
ス
ト
レ
ッ
チ
・
準
備
体
操

及
川
師
範

※
基
本
練
習

瀧
井
師
範

※
科
目
外
指
導
項
目
；
合
同
練
習
・
研
修

昇
段
審
査

五
段
審
査

大
関
浩
一

審
査
官

実
技

長
島
師
範

面
接

平
戸
師
範

相
対
者

及
川
師
範

審
査
課
題
；
講
話

大
関
浩
一

初
に
、
最
近
毎
日
の
よ
う
に
残
虐
で
残
酷
な
事
件
が
こ
の
日

本
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
今
年
５
月
に
新
潟
の
少
女
殺
人
遺
棄

事
件
、
６
月
の
新
幹
線
内
殺
人
事
件
等
々
、
何
ら
罪
も
無
い
人
た

ち
が
尊
い
命
が
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。
被
害
者
は
も
と
よ
り
、
残
さ

れ
た
ご
家
族
の
皆
様
は
到
底
許
せ
な
い
事
と
思
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
事
件
は
、
安
全
と
言
わ
れ
て
い
る
日
本
に
お
い
て
も
い

つ
ど
こ
で
自
分
に
襲
い
掛
か
る
か
分
か
ら
な
い
時
代
と
言
え
る

と
思
い
ま
す
。

私
が
身
近
に
感
じ
て
い
る
に
は
「
新
幹
線
殺
人
事
件
」
で
あ
り
、
私

も
仕
事
で
良
く
新
幹
線
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
振
り
返
る
と
今

年
だ
け
で
３
３
回
（
６
月
現
在
）
乗
車
し
て
い
ま
す
。
（
５
．
５
回

／
月
）
こ
の
事
件
以
降
も
乗
車
し
て
い
ま
す
が
、
や
は
り
今
ま
で

と
は
駅
構
内
、
車
内
の
周
囲
を
見
る
目
が
変
わ
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
座
席
の
隣
の
人
は
大
丈
夫
か
？
前
後
の
人
は
ど
ん
な

人
？
等
、
出
来
る
範
囲
で
す
が
自
分
な
り
に
危
機
感
を
持
っ
て

行
動
し
て
い
ま
す
。
先
日
利
用
し
た
新
幹
線
の
車
内
で
２
つ
前

の
席
に
女
性
議
員
ら
し
き
人
が
乗
車
し
、
そ
の
周
囲
を
Ｓ
Ｐ
の

方
々
が
警
護
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
方
々
の
動
き
を
見
て
い
た

の
で
す
が
、
座
席
は
倒
さ
ず
背
筋
を
ピ
ン
と
張
っ
て
座
り
通
路

を
通
行
す
る
人
、
一
人
一
人
を
よ
く
確
認
し
て
い
ま
し
た
。
狭
い

車
両
内
の
空
間
で
す
か
ら
、
緊
急
時
の
逃
げ
場
は
限
ら
れ
て
い

ま
す
し
、
有
事
の
際
に
出
来
る
事
も
限
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
そ
の
為
の
備
え
（＝
危
機
感
）
が
あ
っ
た
も
の
と
私
の
目
に
は

映
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
自
分
も
タ
イ
ミ
ン
グ
が
悪
け
れ
ば
事
件

に
遭
遇
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
ナ
タ
と
果
物
ナ
イ
フ
を
持
っ

た
尋
常
で
な
い
人
間
が
同
じ
車
両
に
乗
り
合
わ
せ
た
と
す
る
と
、

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
？
出
来
る
か
？
を
当
て
は
め
る
と

と
っ
さ
に
出
来
る
の
は
ま
ず
は
背
を
向
け
な
い
、
相
手
か
ら
目

を
離
さ
な
い
、
バ
ッ
グ
を
持
つ
、
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
？
恐
ら
く

一
瞬
の
出
来
事
に
な
る
と
思
い
ま
す
し
、
そ
の
後
は
ど
う
す
べ

き
か
？
に
つ
い
て
は
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

自
分
個
人
は
も
と
よ
り
、
家
族
や
仲
間
と
一
緒
の
場
合
、
偶
然
居

合
わ
せ
た
一
般
の
方
々
と
一
緒
の
場
合
、
な
ど
様
々
な
状
況
を

想
定
す
る
と
、
相
当
厳
し
い
状
況
、
難
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
よ
う
に
思
え
ま
す
。
真
っ
先
に
逃
げ
る
か
？
最
後

に
逃
げ
る
か
？
相
手
と
相
対
す
る
か
？
い
ず
れ
に
し
て
も
有
事

の
場
合
こ
そ
落
ち
着
い
て
対
応
で
き
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
そ
の
為
に
平
常
心
で
居
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ

て
来
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
日
々
を
危
機
感
一
杯
で
生
活
す
る
の
は
と
て

も
ス
ト
レ
ス
に
な
り
ま
す
。
ま
た
逆
に
平
和
で
い
る
こ
と
に
慣

れ
過
ぎ
て
い
る
と
有
事
の
時
の
行
動
は
伴
わ
な
い
と
思
い
ま
す
。

ど
ち
ら
が
い
い
悪
い
で
は
無
く
こ
の
両
方
を
上
手
に
自
分
の
モ

ノ
に
す
る
べ
く
日
々
の
生
活
に
取
り
入
れ
て
い
け
れ
ば
良
い
か

と
思
い
ま
す
。
護
身
武
道
士
と
し
て
有
事
の
際
ど
う
対
処
す
る

か
？
あ
る
べ
き
姿
は
何
か
？
そ
れ
ら
に
は
こ
の
平
常
心
と
危
機

感
が
根
底
に
あ
る
こ
と
と
私
は
思
い
ま
す
。

最
後
に
私
の
本
音
で
す
が
、
新
幹
線
の
中
は
駅
弁
を
頬
張
っ
て

ゆ
っ
く
り
と
く
つ
ろ
ぎ
た
い
で
す
。

※
科
目
外
指
導
項
目
・
実
施
ナ
ン
バ
ー

・
１
、
１
２
、
１
８
、
２
３
、
２
４
、
７
、
２
８
、
３
４

４
９
，
６
９
、
７
２
、
７
５
、
８
１
、
８
６
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杖
の
型

Ⅰ
・
Ⅱ
、
八
寸
ひ
し
ぎ
相
対

和
菓
子
処

八
千
代
堂

本

店

合
羽
橋
通
り

Ｔ
Ｅ
Ｌ(

3
8
4
1)

3
4
4
1

千
束
店

千
束
通
り
入
口
Ｔ
Ｅ
Ｌ(

3
8
7
2)

1
7
0
5

石
川
商
店
（
お
肉
屋
さ
ん
）

台
東
区
入
谷
１
の
９
の
３
（
初
代
会
長
の
お
店
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ(

３
８
７
３)

４
７
２
０

瀧
井
商
店
（
す
だ
れ
）

台
東
区
東
上
野
６
丁
目
・
・
会
長
の
お
店

Ｔ
Ｅ
Ｌ(

３
８
３
１)

０
８
４
４

有
）
油
屋
商
事
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
住
宅
設
備
）

ひ
た
ち
な
か
市
笹
野
町

Ｔ
Ｅ
Ｌ(

０
２
ー
９
２
７
４
ー
８
８
８
７)

※
閉
会
宣
言

平
戸
師
範

※
合
同
練
習
会
整
理
練
習

大
関
師
範

講
評

中
武
実
行
委
員
長

本
日
は
、
怪
我
や
熱
中
症
な
ど
無
く
無
事
に
平
成
３
０
年
度
合

同
練
習
会
を
終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

舘
長
の
科
目
外
指
導
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
大
関
先
生
の
五

段
昇
段
審
査
お
疲
れ
様
で
し
た
。
皆
さ
ん
、
「
若
い
時
の
苦
労
は

買
っ
て
で
も
せ
よ
」
と
言
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
り
ま
す
。

今
、
武
道
で
鍛
え
た
技
や
体
力
、
考
え
方
は
、
将
来
必
ず
役
に
立

つ
は
ず
で
す
。
逆
技
の
練
習
で
痛
み
が
わ
か
る
分
、
人
に
優
し

く
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
乱
取
り
で
身
に
着
け
た
技
術
は
、
突

然
の
出
来
事
に
平
常
心
で
対
処
す
る
事
で
し
ょ
う
。

気
合
せ
は
、
打
撃
す
る
前
に
危
険
を
回
避
し
ま
す
。
先
生
達
も

護
身
武
道
を
続
け
る
事
で
、
体
を
鍛
え
て
お
り
ま
す
。

体
を
動
か
し
運
動
す
る
事
は
疲
れ
る
か
ら
と
言
っ
て
敬
遠
し

が
ち
で
す
が
、
努
力
し
た
分
だ
け
将
来
、
楽
し
い
事
が
あ
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
真
剣
に
、
そ
し
て
楽
し
く
護
身
武
道
を
続
け

よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
本
日
は
、
皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し

た
。

・１７：００～１９：００

場所；社会教育センターコミュニティ室

※課外講座；

護身武道等における各師範の考え方

※交流会；道場別参加者により

※懇親会；軽食、飲み物等をまじえて。

記
念
撮
影

※
体
験
会

日
時

平
成
３
０
年
１
１
月
２
５
日
（（
日
）

１
４
：
３
０
～
１
５
：
３
０

場
所

台
東
区
東
上
野
６
・
１
６
・
８

３
階

会
議
室

※
参
加
者
・
舘
長
、
中
武
師
範
、
瀧
井
師
範

大
関
師
範
、
市
川
初
段
、

竹
村
太
一
三
級
、
竹
村
公
孝
三
級

土
屋
仁
人
三
級
、
土
屋
慶
人
６
級

短
刀
取
り
・
１
０
人
掛
り

抜
き
技
・
上
野
道
場

気
合
せ
１
６
技

舘長

大関師範

川井二級

舘長vs市川初段

中武師範vs大関師範

短刀取り①③

１０人掛り⑥⑦

杖の型 Ⅰ
杖の型 Ⅱ

相対

※
パ
ホ
ォ
ー
マ
ン
ス

日
時

平
成
３
０
年
１
１
月
２
５
日
（（
日
）

１
５
：
５
５
～
１
６
：
１
５

場
所

台
東
区
東
上
野
６
・
１
６
・
８

４
階

多
目
的
ホ
ー
ル

※
参
加
者
・
舘
長
、
中
武
師
範
、
瀧
井
師
範

大
関
師
範
、
市
川
初
段
、

川
井
二
級
、
竹
村
太
一
三
級
、

竹
村
公
孝
三
級
、
土
屋
仁
人
三
級

土
屋
慶
人
６
級

※
司
会
・
進
行
；
瀧
井
師
範

・
ス
ト
レ
ッ
チ
、
柔
軟
、
抜
き
技
、
気
合
せ

竹村太一、竹村公孝

土屋仁人、土屋慶人

※
乱
取
り
・
乱
捕
り
・
・
・
（
総
当
た
り
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